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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン
（３ヵ月決算型） 

 

 
 

第78期（決算日：2024年１月10日） 

第79期（決算日：2024年４月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン

（３ヵ月決算型）」は、去る４月10日に第79期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第78期～第79期

の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／不動産投信  特化型  

信託期間 無期限（2004年６月22日設定） 

運用方針 

主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファン
ド2004受益証券への投資を通じて、わが国の
金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券への投資を行
い、信託財産の中長期的な成長を目標として
運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファ
ンド2004受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
している（上場予定を含みます。）
不動産投資信託証券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

投資信託証券への実質投資割合
に制限を設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

投資信託証券への投資に制限を
設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

分配方針 

毎年４回決算（原則として１、４、７、10月の
各10日。ただし、10日が休業日の場合は翌営
業日とします。）を行い、基準価額水準、市況
動向等を勘案して分配を行う方針です。 
原則として、配当等収益や分配対象額の水準
等を考慮し、安定した分配を継続することを
めざします。ただし、分配対象収益が少額の
場合には、分配を行わないことがあります。
また、基準価額水準、運用状況等によっては
安定した分配とならないことがあります。 

 
◆ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信

用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けて
おり、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える
可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高
いものを、特化型としています。 

◆ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資します。わ
が国の金融商品取引所に上場している不動産投資信託証券には、寄
与度が10％を超える又は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在す
るため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当該支配的な
銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな
損失が発生することがあります。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり

の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-532901-0000-20240410◇ 



1

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期間の運用で主眼においたポイントをご説明
させていただきます。

■投資環境
・米国で金融引き締めの長期化懸念が高まったこ
となどから米長期金利が上昇して国内外の株式
市況が調整したことや、日銀が金融政策決定会
合で金融緩和策の修正を行うとの警戒感が高
まったことにより国内の長期金利が上昇したこ
となどが影響し、期間の初めの国内ＲＥＩＴ市
況は弱含みで推移しました。2023年11月以降
は、米国で雇用の減速や物価上昇率の鈍化が確
認されたことから追加利上げ懸念が後退し、国
内外の金利が低下基調を強めたことなどを受け
て、概ね横ばい圏での推移となりました。2024
年初は、円安・米ドル高が進行し国内株式市況
が上昇したことなどが好感されて国内ＲＥＩＴ
市況も強含みで推移しましたが、その後は米長
期金利が上昇したことに加えて、国内において
も日銀の金融政策に対する警戒感や、比較的大
きな案件を含む複数の公募増資の発表が短期的
な需給懸念を呼び起こしたことなどが影響して
下落に転じました。当期間末にかけては、日銀
がマイナス金利を解除した一方で、今後も緩和
的な金融環境が継続するとの見通しを示したこ
とや、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で年
内の利下げ見通しに変更がなかったことなどが
好感されて反発しました。

■ポートフォリオ構築についての考え方
・ファンドの運用にあたっては配当利回りや投資
口価格純資産倍率（ＰＢＲ）などのバリュエー
ション、また物件ポートフォリオのクオリティ
などに着目し、分配金水準の維持・成長が見込
め相対的に割安と考えられる銘柄を中心に、コ
ロナ禍からの業績回復が見込める銘柄への投資
も行ってまいりました。銘柄選別におきまして
は、業績動向や各種バリュエーションのみなら
ず、金融政策の動向や市場の流動性なども勘案
しました。

■運用環境の見通しおよび今後の運用方針
・日銀はマイナス金利を解除しましたが、当面は
緩和的な金融環境が継続するとみていることに
加えて、賃金上昇を背景とした購買力の高まり
によって国内の企業業績や景気の拡大も期待で
きると考えています。日銀の金融政策について
は今後も注意を払う必要がありますが、変化が
あるとしてもマーケットとの対話も含めて慎重
に進めていくと考えており、国内ＲＥＩＴ市況
の下値余地は限定的とみています。
・こうした外部環境認識のもと、今後のファンド
運用においては業績の安定成長、あるいは国内
経済活動の正常化による業績改善傾向が見込め
る銘柄への投資を中心に行います。加えて、保
有物件の大胆な入替え戦略の発動などを通じて
バリュエーションが見直される余地が大きいと
考えられる銘柄にも引き続き注目してまいりま
す。スポンサーのサポート体制にも着目しなが
らリート各社に対する綿密な調査を継続するこ
とにより、個別銘柄ごとの業績動向や成長性を
慎重に見極めて選別投資を行います。また、市
場の流動性や日銀の金融政策などにも目を配り
パフォーマンスの向上に努めてまいります。

株式運用部
ファンドマネージャー
黒木　康之

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

70期(2022年１月11日) 3,841 120 △1.7 4,511.99 △1.2 98.9 76,919 

71期(2022年４月11日) 3,740 90 △0.3 4,506.76 △0.1 98.5 75,232 

72期(2022年７月11日) 3,616 90 △0.9 4,485.26 △0.5 98.6 73,256 

73期(2022年10月11日) 3,498 90 △0.8 4,443.51 △0.9 98.4 71,740 

74期(2023年１月10日) 3,326 90 △2.3 4,325.60 △2.7 98.5 68,702 

75期(2023年４月10日) 3,184 90 △1.6 4,251.14 △1.7 98.3 64,785 

76期(2023年７月10日) 3,202 90 3.4 4,402.46 3.6 98.6 64,035 

77期(2023年10月10日) 3,159 60 0.5 4,440.83 0.9 98.2 62,291 

78期(2024年１月10日) 3,072 60 △0.9 4,403.44 △0.8 98.1 56,957 

79期(2024年４月10日) 3,020 60 0.3 4,389.12 △0.3 98.0 53,424 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）とは、東京証券取引所に上場している不動産投資信託全銘柄を対象として算出した東証ＲＥＩＴ指数に、

分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。東証ＲＥＩＴ指数の指数値及び東証ＲＥＩＴ指数に係る標章又は商標は、株式

会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な

ど東証ＲＥＩＴ指数に関するすべての権利・ノウハウ及び東証ＲＥＩＴ指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有し

ます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第78期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年10月10日 3,159 － 4,440.83 － 98.2 

10月末 3,112 △1.5 4,372.14 △1.5 97.3 

11月末 3,175 0.5 4,455.46 0.3 98.0 

12月末 3,121 △1.2 4,382.85 △1.3 97.7 

(期  末)      

2024年１月10日 3,132 △0.9 4,403.44 △0.8 98.1 

第79期 

(期  首)      

2024年１月10日 3,072 － 4,403.44 － 98.1 

１月末 3,056 △0.5 4,378.56 △0.6 97.6 

２月末 2,911 △5.2 4,166.74 △5.4 97.2 

３月末 3,093 0.7 4,410.17 0.2 97.2 

(期  末)      

2024年４月10日 3,080 0.3 4,389.12 △0.3 98.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

運用経過
第78期～第79期：2023年10月11日～2024年４月10日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

（百万円）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2023/10/10 2023/12/７ 2024/２/７ 2024/４/８

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 78 期 首 3,159円
第 79 期 末 3,020円
既払分配金 120円
騰 落 率 －0.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

基準価額は期間の初めに比べ0.6％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

日銀がマイナス金利を解除した一方で、今後も緩和的な金融環境
が継続するとの見通しを示したことなどが、基準価額の一時的な
上昇要因となりました。

上昇要因

日銀当局者の発言により金融政策の修正やそれに伴う国内金利の
上昇観測が高まり、リート各社の業績への影響が懸念されたこと
などが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・インヴィンシブル投資法人、日本ビルファンド投資法人、ラサールロジポート

投資法人、スターアジア不動産投資法人、ジャパン・ホテル・リート投資法人
下位５銘柄・・・野村不動産マスターファンド投資法人、ＫＤＸ不動産投資法人、日本プロロジ

スリート投資法人、ジャパンリアルエステイト投資法人、ＧＬＰ投資法人

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

第78期～第79期：2023年10月11日～2024年４月10日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月
決算型）
主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザー
ファンド2004受益証券を通じて、わが国
の金融商品取引所に上場している（上場
予定を含みます）不動産投資信託証券
（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資しています。Ｊ
－ＲＥＩＴの実質組入比率は高水準
（90％以上）を維持しました。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
銘柄選定およびポートフォリオの構築は
主に、定性的評価・定量的評価を経て
行っています。
定性的評価については、事業内容および
財務内容などの分析を中心に行い、定量
的評価においては、キャッシュフロー、
配当利回り、ＰＢＲなどの分析を行いま
した。

組入銘柄数は46～48銘柄程度で推移させ
ました。
主な売買動向については、各種バリュ
エーションの割安度を勘案してジャパン
エクセレント投資法人のウェイトを引き
上げたことや、分配金下限目標を減額す
る可能性も含めて再検討することを明ら
かにしたアクティビア・プロパティーズ
投資法人のウェイトを引き下げたことな
どが挙げられます。

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は下落しました。
期間の初めから2024年３月中旬にかけて
は、国内株式市況の上昇が国内ＲＥＩＴ
市況においても好感されたことなどから
一時的に上昇する局面もあったものの、
日銀当局者の発言により金融政策の修正

やそれに伴う国内金利の上昇観測が高ま
り、リート各社の業績への影響が懸念さ
れたことなどから下落しました。３月下
旬以降は、日銀がマイナス金利を解除し
た一方で、今後も緩和的な金融環境が継
続するとの見通しを示したことなどから
反発しました。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

第78期～第79期：2023/10/11～2024/４/10

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

－1.0

－0.5

0.0

0.5

第78期
2023/10/10 ～
2024/１/10

第79期
2024/１/10 ～
2024/４/10

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第78期
2023年10月11日～2024年１月10日

第79期
2024年１月11日～2024年４月10日

当期分配金（対基準価額比率） 60（1.916％） 60（1.948％）

当期の収益 21 27

当期の収益以外 38 32

翌期繰越分配対象額 778 746

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月
決算型）
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004受益証券の組入比率は、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準を維持
する方針です。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
ＲＥＩＴの組入比率については、高水準
（90％以上）を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーショ
ン、また物件ポートフォリオのクオリ
ティ等に着目し、安定した分配金が見込
め相対的に割安と思われる銘柄への投資
ウェイトを高めた運用を行います。
日銀はマイナス金利を解除しましたが、
当面は緩和的な金融環境が継続するとみ
ていることに加えて、賃金上昇を背景と
した購買力の高まりによって国内の企業
業績や景気の拡大も期待できると考えて
います。日銀の金融政策については今後
も注意を払う必要がありますが、変化が
あるとしてもマーケットとの対話も含め
て慎重に進めていくと考えており、国内
ＲＥＩＴ市況の下値余地は限定的とみて
います。

こうした外部環境認識のもと、今後の
ファンド運用においては業績の安定成長、
あるいは国内経済活動の正常化による業
績改善傾向が見込める銘柄への投資を中
心に行います。加えて、保有物件の大胆
な入替え戦略の発動などを通じてバリュ
エーションが見直される余地が大きいと
考えられる銘柄にも引き続き注目してま
いります。スポンサーのサポート体制に
も着目しながらリート各社に対する綿密
な調査を継続することにより、個別銘柄
ごとの業績動向や成長性を慎重に見極め
て選別投資を行います。また、市場の流
動性や日銀の金融政策などにも目を配り
パフォーマンスの向上に努めてまいりま
す。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

2023年10月11日～2024年４月10日

１万口当たりの費用明細

項目
第78期～第79期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 17 0.550 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (8) (0.275) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (8) (0.248) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.034 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (1) (0.034)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 18 0.586

作成期中の平均基準価額は、3,064円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.10％です。

総経費率
1.10％ 運用管理費用（投信会社）

0.55％
運用管理費用（販売会社）

0.49％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.00％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○売買及び取引の状況 (2023年10月11日～2024年４月10日) 

 

銘 柄 
第78期～第79期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 176,719 635,466 2,597,236 9,327,746 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年10月11日～2024年４月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004＞ 

区       分 

第78期～第79期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 13,422 2,396 17.9 22,168 4,140 18.7 

平均保有割合 81.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004＞ 

種     類 
第78期～第79期 

買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 393 

 
 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

 

項 目 第78期～第79期 
売買委託手数料総額（A） 19,479千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3,723千円 

（B）／（A） 19.1％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2024年４月10日現在) 

 

銘 柄 
第77期末 第79期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 17,051,103 14,630,586 53,291,911 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年４月10日現在) 

項 目 
第79期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 53,291,911 97.4 

コール・ローン等、その他 1,441,787 2.6 

投資信託財産総額 54,733,698 100.0 
 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第78期末 第79期末 

2024年１月10日現在 2024年４月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 58,391,666,483   54,733,698,199   

 コール・ローン等 408,939,693   382,722,727   

 三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004(評価額) 56,816,678,899   53,291,911,683   

 未収入金 1,166,047,891   1,059,063,123   

 未収利息 －   666   

(B) 負債 1,434,016,360   1,308,885,970   

 未払収益分配金 1,112,560,486   1,061,464,925   

 未払解約金 155,198,688   98,436,571   

 未払信託報酬 165,792,828   148,568,515   

 未払利息 169   －   

 その他未払費用 464,189   415,959   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 56,957,650,123   53,424,812,229   

 元本 185,426,747,741   176,910,820,911   

 次期繰越損益金 △128,469,097,618   △123,486,008,682   

(D) 受益権総口数 185,426,747,741口 176,910,820,911口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,072円 3,020円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第78期 第79期 

2023年10月11日～ 
2024年１月10日 

2024年１月11日～ 
2024年４月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △         10,016   10,781   

 受取利息 120   13,787   

 支払利息 △         10,136   △          3,006   

(B) 有価証券売買損益 △    332,138,955   322,584,618   

 売買益 54,398,781   403,996,175   

 売買損 △    386,537,736   △     81,411,557   

(C) 信託報酬等 △    166,257,017   △    148,984,474   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    498,405,988   173,610,925   

(E) 前期繰越損益金 △  9,352,867,749   △  9,465,910,465   

(F) 追加信託差損益金 △117,505,263,395   △113,132,244,217   

 (配当等相当額) (   15,149,494,682)  (   13,769,796,260)  

 (売買損益相当額) (△132,654,758,077)  (△126,902,040,477)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △127,356,537,132   △122,424,543,757   

(H) 収益分配金 △  1,112,560,486   △  1,061,464,925   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △128,469,097,618   △123,486,008,682   

 追加信託差損益金 △118,224,106,177   △113,701,893,387   

 (配当等相当額) (   14,432,613,324)  (   13,205,065,536)  

 (売買損益相当額) (△132,656,719,501)  (△126,906,958,923)  

 繰越損益金 △ 10,244,991,441   △  9,784,115,295   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 197,188,348,180円 

作成期中追加設定元本額 8,630,256,679円 

作成期中一部解約元本額 28,907,783,948円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.3020円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は123,486,008,682円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2023年10月11日～ 
2024年１月10日 

2024年１月11日～ 
2024年４月10日 

費用控除後の配当等収益額 393,717,704円 491,815,755円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 15,151,456,106円 13,774,714,706円 

分配準備積立金額 －円 －円 

当ファンドの分配対象収益額 15,545,173,810円 14,266,530,461円 

１万口当たり収益分配対象額 838円 806円 

１万口当たり分配金額 60円 60円 

収益分配金金額 1,112,560,486円 1,061,464,925円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（３ヵ月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第78期 第79期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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